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かかわると考えられる。   
例えば，Figurelには，多義図形が示されている。この図形は，つけられるラベルによって，  







Figurel 多義図形  
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Doughety，1988など），1990年代に入ってから，言語陰蔽効果（verbalovershadowing effect；  
Schooler＆Engstler－Schooler，1990）という名前のもとに，さまざまな種類の非言語情報の記憶  
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Figure2 Carmichaeletal．（1932）で用いられた刺激例  
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北神：非言語情報の記憶。認知における言語的符号化の妨害効果  
Ⅱ 言語陰蔽効果に関する先行研究  































言語化することが難しいタイプの認知プロセスであると考えられている（Schooleretal．，1997）。   
Wilson＆Schooler（1991）は，感情判断（affectivejudgment）の課題として，被験者に，  
複数のイチゴジャムの味を評価させ，こういった判断に，言語化がどのような影響を及ぼすかを  
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4．APM   
認知能力には，いわゆる，個人差があることがよく知られており，さまざまな質問紙などに  
よって，個人差測定の試みがなされているが，そのなかでも，最もよく使われるものとして，  
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8．視覚イメージ課題   
言語陰蔽効果に関する研究のなかで，顔を材料とした研究と並ぶ代表的な研究として，視覚イ  
メージ課題を用い た一連の研究が挙げられる。以下では，それらの研究で用いられている3種類  
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Figure3 イメージ削除課題の刺激例   
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され，命名困難な図形は，自発的な言語化が行われる可能性が少ないと考えられるため，言語化  
のない統制条件とされている。また，言語化の有無とは別の操作として，被験者の自発的な言語  
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Figure4 イメージ結合課題の刺激例  
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Figure5 イメージ変形課題の刺激例   
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2 これらの研究の展望については，北神（2000a）に詳しく述べられているため，そちらを参照された  
い。  
3 匂いの記憶と言語的符号化の関連については，高橋（2000）を参照されたい。  
4 予備調査によって，被験者の半数以上が命名できた図形を命名容易な図形，できなかった図形を命   
名困難な図形としている。命名容易な図形，困難な図形の割り当てについては，すべての実験で，   
被験者間要因として操作している。  
5 例えば，顔を材料とした言語陰薇効果の研究では，Dodson，Johnson，＆Schooler（1997），誤情報   
効果の研究では，Christiaansen＆Ochalek（1983），単語リストを用いた偽りの記憶の研究では，   
Gallo，Roberts，＆Seamon（1997），McDermott＆Rodiger（1998）が，それぞれ警告の効果を検   
討している。  
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